
ロータリーの誕生  

120万人を擁する組織は、たった4人で始まった  

ロータリーのはじめの4人 

左から、ガスターバス E. ローア、シルベスター・シール、ハイラム E.. ショーレー、 ポール P. ハリス  

 

ユニティ・ビル711号室であげた産声 

 それは、1905（明治38）年2月23日である。このころは、自動車がようやく実用化の段階に入ったばかり

で、まだ馬車の方が幅を利かせており、飛行機もそれより約1年ばかり前、ライト兄弟によって発明されて

いたが、ほんの2～3分間空に浮かぶことができるという程度であった（日本でいえば、日露戦争の終わっ

た年にあたる）。 

 この年の2月23日の晩、米国イリノイ州のシカゴで4人の人がデアボーン街にあるユニティ・ビルの711号

室に集まった。4人というのは、弁護士のポール Ｐ.ハリス、石炭商のシルベスター・シール、鉱山技師の

ガスターバス Ｅ.ローア、洋服商のハイラム・ショーレーである。“ガス”ローアの事務所であるこの部

屋は狭く、机が1つとあまり掛け心地のよくないいすが4つ置かれているほか隅に洋服掛けがあり、壁には

写真が1～2枚と工事関係の図表が掛かっている。当時のありふれた事務所であったようだ。4人は、ポー

ル・ハリスが過去5年の間あたためてきたアイデアについて語り合った。 

 簡単にいうと、お互いの事業あるいは職業上の結び付きを通じて、友好的交友関係を築くことができる

はずであり、またそうするべきであるというのである。仕事の上での関係が、友情の妨げとなることはな

いと、ポールは考えたのである。 

 では、ポールが集めたこの4人はどんな人であったろうか。ポールは、その著『THIS ROTARIAN AGE（ロー

タリーの理想と友愛）』の中で、この点につき次のようなことを書いている。 

 「湖畔(こはん)の一都市を舞台として、一場のドラマが始まった。このドラマがどんな意義をもつもの

であるか、何人も予測し得たものはいない。登場人物は、世の平凡な道を行く実業家および職業人であっ

て、必ずしも一頭地を抜くほどの特質を備えた人ではなかった。しかし、一般的な意味で、“立派な人”

と表現しても差し支えない人々であり、4人とも気が合っていて仲が良く、めいめい業種の異なる立派な事

業あるいは職業を持っていた。彼らは、信仰、人種、政治的意見の相違に関係なく集まった人々なのであ

る」 

 その晩、711号室で語り合った4人は、話が進むにつれ、職業を通じて結ばれた関係は、個人的な友情に

発展させることができるし、またそうすべきであることを、お互いに一段と深く認識し合ったのである。

そして、さらに話し合いを続けた結果、このような交友関係をはぐくむためには、何らかのクラブをつく

ることが一番良いという結論に達したのであった。 

 ロータリークラブという名称は、このとき、その場で決められたわけではなかったが、実質的には、

1905年2月23日の晩に開かれたこの会合が、世界最初のロータリークラブの第1回の会合となったのであ

る。 

告並びに今後の進め方など報告させて頂きます

のでご意見等頂ければ幸いで御座います。 

本年下半期の事業と致しましては、１月２７

日に第２回目の三世代RC（今回は大手前RCが担

当）の懇親会。２月はヒルトン４RCの第１回目の

合同懇親会と睦輪会。３月２日頃には観梅の会、

１１日（土）は台北陽明RCの４０周年記念式典。

青年功績賞授与式もあります。４月には北区老

人会の繁昌亭へのご招待。社会奉仕委員会の児

童院でのバーベキュー会。RACとの地元を引き込

んでの合同クリーンハイク。 

５月にはタイのノンケームRC及び台北陽明RC

との合同社会奉仕事業のノンケームの病院への

腎臓透析機２台の贈呈式、他には春の家族会が

あり、最後はアトランタ世界大会への参加。 

このように記してみると下半期も事業が目白

押し、皆様方のご支援ご協力無くして到底達成

出来ませんので何卒今後共宜しくお願い申し上

げます。 

 ☆☆ １月度のお誕生日 ☆☆ 

  1日 木村 忠夫   1日 岸本 良一 
  2日 森本 成俊    11日 宮里 修一       
    18日 木川 武利     19日 大矢 平治  
   23日 鍬田 充生    26日 高良 尚志  
   30日 金田 五郎     （以上敬称略）     

 新年の御挨拶 

会長 石田 道夫 

新年明けましておめでとうございます。 

本日は早速に喜ばしき事、御木会員の再入会

のインフォメーションが行われ、又一人の会員

が仲間に加わってくれました。その後、当ホテル

神殿にて大阪天満宮様より御祈祷を賜り、一年

の無事を祈願して頂きました。 

振り返れば昨年は変動のスタートの年だった

様な気がします。イギリスのEU離脱、アメリカ次

期大統領に予想を大きく覆してトランプ氏が、 

リオのオリンピックでは獲得メダル数が過去

最多の４１個（金１２個、銀８個、銅２１個） 

昨年の漢字が“金”に決まったのも少し頷け

る気もします。 

私たち大阪天満橋ロータリークラブは本年１

２月７日に創立５０周年の記念式典があり、７

月以降は５０周年の記念事業が目白押しとな

り、現在井戸５０周年実行委員長の下、様々な企

画運営を企画されております。５０周年をより

良い周年とする為にはクラブ会員が一丸となっ

て進んで行く事と思いますので、是非皆様ご協

力をお願い申し上げます。なお、１月１９日の例

会の卓話の時間を頂きまして現在までの経過報

☆☆ 今日のプログラム ☆☆ 

１）例 会 （2365回） 

２）国旗およびロータリー旗に礼 

３）ソング  君が代・奉仕の理想 

４）卓 話  「会長新年挨拶」  

          石田 道夫会長  

次週（１月１２日）のお知らせ 

１）例 会 （2366回） 

２）ソング  それでこそロータリー   

３）クラブ協議会  

                   

 ＪＡＮＵＡＲＹ ５ ２０１７ ＮＯ．２３６５ 

事務局電話(06)6344-0120 FAX(06)6344-0126 ホテル電話(06)6347-7111 

E-mail:temma-rc@temmabashirc.xsrv.jp  http://temmabashirc.xsrv.jp 

第2660地区 大阪天満橋ロータリークラブ 創 立 昭和42年(1967)11月4日 

OSAKA-TEMMABASHI 

事務局 〒530-0001 大阪市北区梅田1丁目3番1-1100号 大阪駅前第1ﾋﾞル11階 

例 会 毎週木曜日 12時30分 ヒルトン大阪 ４F 

会 長 石田 道夫  幹 事 箕村 保  広報委員長 中村 健輔 
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あけまして おめでとうございます 



＊＊ 先 週 の 例 会 報 告 ＊＊ 

☆☆ 会 長 報 告 ☆☆ 

本日は本年度上半期最後の例会です。皆様方

のご協力にて、何とか大過なく無事折り返し点

まで辿り着くことが出来ましたこと感謝の一言

に尽きます。この半年を振り返りますと、本年は

三年に一度のRI規定審議会開催の年であり、又三

世代RCの共同社会奉仕事業のホスト役の年、そし

て一番大事な２０１７年の５０周年記念事業の

準備を進める年でもありました。 

規定改定についてはクラブ定款は変更されま

すがクラブ細則で各クラブ裁量に任される項目

も追加出来ますが、私見ですが益々安易な方向

に進み出して果してRCとしての存在は如何と思

う次第です。 

三世代RCの共同社会奉仕事業は山田委員長の

下、１０月１５日（土）に児童院の子供達を岸和

田の漁港に連れて行き、生きた魚に直接触れさ

せることが出来て子供たちが心から楽しそうに

喜んでくれているのを見て、良い体験をさせる

事が出来たと思います。本年度は恒例の事業以

外に三世代RCの更なる親睦を深める為、年三回持

ち回りにて合同懇親会を企画・開催し、お互いが

各々の同好会等にも積極的に参加して今後色々

な事業に協力体制を敷ける様にして行きたく存

じますし、井戸５０周年実行委員長のアドバイ

スからヒルトンホテルでの例会開催４クラブの

情報交換等を含めた合同懇親会も進めておりま

す。 

本年のもう一つの大きなテーマであります会

員増強につきましては中々思うようには増強が

達成されておりませんが、各会員一人一人が更

なる増強の意識を持つことによって、必ず増強

が達成出来るものと信じておりますので、何卒

増強も宜しくお願い申し上げます。 

☆☆ 幹 事 報 告 ☆☆ 

① 「2016-17年度 ロータリーデー」の案内が届

いております。本日お配りしていますので出

欠のご返事を事務局までお願いいたします。 

② 本日 1・2月卓話予定表をお届けしていますの

で、担当になられた方は3週間前までにテーマ

及び卓話者を事務局までお願いいたします。 

③ 1月12日（木）に開催されますクラブ協議会の

ご案内を本日お配りしております。出欠のご

返事を事務局までお願いいたします。 

④ 第2回三世代クラブ有志合同懇親会のご案内

を本日お配りしております。出欠のご返事を

事務局までお願いいたします。 

⑤ 1月5日(木)「新年度初例会」前にヒルトン大阪

６F「神殿」にてご祈祷をして頂きます。会員

各位におかれましては11：30に「神殿」前にご

集合お願い致します。 

⑥ 本日例会終了後「1月度定例理事会」を開催い

たします。関係各位宜しくお願いいたします。 

⑦ 次週12月29日（木）は定款により休会にさせて

頂きます。なお、事務局もお休みさせて頂きま

す。事務局の年末年始休暇は12月28日～1月3日

です。 

☆☆ にこにこ箱 ☆☆ 敬称を略す 

お陰様で上半期を皆様方のご協力の下無事終え

られ、感謝！ 石田 道夫 

本日、卓話をよろしくお願い申し上げます。 

 中川 政照 

佐藤先生 本日の卓話宜しくお願い申し上げま

す。 石田 道夫 

４１回目の結婚記念日に美しいお花を有難うご

ざいました。 南川 和茂 

本年は会員の皆様の来年も良き年であります様

お祈り致します。 橋本 守之 

井戸幹雄会員、先日のSAA忘年会ありがとうござ

いました！      箕村 保・川原 和彦 

           田邉 三郎・平尾 彰彦 

           柳澤 興平・中川 政照 

本年上半期 大変お世話になりました。来年も

一同ガンバリます。 ＳＡＡ 

平成28年12月22日  合計金   47,000円 

          累計金 1,532,000円 

 ☆☆ 先週（12 月 22 日）の卓話 ☆☆ 

「がん治療の新しい時代」 

         堂島ライフケアクリニック 

           院長 佐藤 守仁 様 

           中川 政照会員紹介 

 みなさんは、がん治療にどのようなイメージを

お持ちでしょう。早期発見できた方は、その治療

は意外と楽だったと感じるでしょう。反面、少し

進行していた場合には、手術の後の抗がん剤やホ

 ☆☆ 出 席 報 告 ☆☆（ ）内は会員総数を基準とした値 

国内ビジター １名 会員総数 59名 

国内ゲスト  ２名 会員出席 39名(52名) 

外国ビジター ０名 出席規定適用免除 22名 

外国ゲスト  ０名 会員欠席 13名 

12月22日の出席率 75.00％ 

5週間前（12月1日）の 

メークアップを含む出席率 83.93％ 

メークアップ実施会員     1名（欠席者10名) 

ルモン治療、放射線治療など、多かれ少なかれそ

の副作用に苦しむことでしょう。まして、進行癌

と診断され、手術はできません、抗がん剤治療し

かありません、となると、治療はかなり辛いもの

になります。抗がん剤の副作用に耐えて治療を受

け、それでも完治すれば良いですが、結局がんは

制圧されず、残されていた貴重な貴重な時間を無

駄にしてしまった、と後悔する方もいらっしゃる

はずです。 

 今、がん治療の新しい時代が到来しています。

副作用の辛い抗がん剤や放射線治療の道を避け、

ほとんど副作用無くしかも効果的治療法である、

遺伝子治療、免疫細胞治療、マイクロウェーブ温

熱治療、幹細胞治療、免疫栄養ケトン療法、フコ

イダン療法など、これまでにない治療が生まれて

います。治療で体調を悪化させることなく、むし

ろがん細胞と闘う免疫力を向上させる、生き生き

とした生活を維持しながらがんを治療する、そん

な時代が始まっています。余命を宣告されても諦

める必要はないのです。 

☆☆ 本日のランチメニュー ☆☆ 

立 食 料 理 

 

☆☆ 新入会員紹介 ☆☆  

氏   名 御木 威
 おんき    たけし

 

誕   生 昭和48年12月28日 

職業分類 司法書士 

事 業 所  御木司法書士行政書士  

             事務所 

所 在 地 〒557-0051 大阪市西成区橘3-2-15 

電  話 06-6659-8066 

Ｆ Ａ Ｘ  06-6659-8067 

役 職 名 所 長 

推 薦 者 仲西 良浩 ・ 中島 清治 

入 会 日 平成29年1月5日 
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職業奉仕（Vocational Service） 

 ロータリーの第2奉仕部門。その目的に

は、事業および専門職務の道徳的水準を高

め、あらゆる業務は尊重されるべきである

という認識を深め、あらゆる職業に携わる

中で奉仕の理想を生かしていくことが含

まれる。クラブの役割としては、クラブ会

員の手腕を生かして、社会のニーズに応え

られるようなプロジェクトを開発するこ

とが含まれる。クラブ会員の役割は、ロー

タリーの原則に沿って、自らと自分の職業

を律し、併せてクラブが開発したプロジェ

クトに応えることである（『手続要覧2004

年』P274）。 

 職業奉仕は、クラブと会員両方の責務で

す。「職業奉仕に関する声明（Statement on 

Vocational Service）」、「ロータリアン

の職業宣言（Declaration of Rotarians 

in Businesses and Professions）」など、

詳細は手続要覧に譲りますが、「四つのテ

スト」（The Four-Way Test）に、職業奉仕

の精神が生きています。 

 具体的には、各会員の職業を生かし、青

少 年 に 対 し 職 業 指 導（Vocational 

Guidance）として就職相談を行ったりして

います。特に日本では、職業倫理について

の関心が高く、「職業奉仕こそがロータ

リーのロータリーたるゆえんである」と言

われています。 


